
 

日本学生支援機構の奨学金を借りるにあたって ～ 貸与額と返済計画資料 ～ 

 

1. 奨学金返済のイメージ 

① 第一種奨学金（無利子 自宅通学者の場合） 

区分 貸与月額 貸与総額 返済月額 返済回数 返済総額 利子分 

国公立(4年) 45,000 2,160,000 12,857 168回（14年） 2,160,000 なし 

私学(4年) 54,000 2,592,000 14,400 180回（15年） 2,592,000 なし 

専門学校(2年) 53,000 1,272,000 8,833 144回（12年） 1,272,000 なし 

 

② 第二種奨学金（有利子） 

貸与月額 貸与総額 金利 
返済月

額 
返済回数 返済総額 利子分 

50,000 

選択(4年) 
2,400,000 

1.005％ 14,434 180回（15年） 2,598,184 198,184 

3％ 16,769 180回（15年） 3,018,568 618,568 

120,000 

選択(4年) 
5,760,000 

1.005％ 26,620 240回（20年） 6,388,955 628,955 

3％ 32,297 240回（20年） 7,751,445 1,991,445 

 

 

2. 奨学金の種類と基準 

種別 返済の必要性・貸与基準など 

第一種 

（無利子） 

 返済が必要。 

 高校 1，2 年生の評定平均 3.5 以上が必要。経済的に困難な方を対象に、学力基

準の緩和がある。 

 私立大学・自宅通学の場合、最高月額は 54,000円。 

 奨学金が振り込まれるのは、翌年（進学後）の 5 月あたり。 

第二種 

（有利子） 

 返済が必要。 

 出身学校または在学中の学校において成績が平均水準以上。 

 月額は 2万～12万円まで選べる。 

 有利子のため、貸与された金額＋利子分の返済を行う必要がある。 

 奨学金が振り込まれるのは、翌年（進学後）の 5 月あたり。 

給付 

 返済が不要。 

 高校 1，2 年生の評定平均 3.5 以上が必要。もしくは大学等における学習意欲

を有する人。 

 収入基準・審査基準が貸与より厳しい。 

 私立・自宅通学の場合、月額 9600～38300円まで。 

 奨学金が振り込まれるのは、翌年（進学後）の 5 月あたり。 

 

進学資金シミュレーターを使って、家計基準に該当するか試算することができます。 

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/ 

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/

